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本論文は、流域面積及び流路延長が同程度の二っの河川(逢妻女川、梅剛川による調査結

果をもとに、亜鉛の河川流出特性とその発生源にっいて明らかにしたものである。本論文は以

下の7つの章で構成されている。第1章は、亜鉛の使用用途及び生態毒性、環境中での動態、

国内外の環境基準、河川への流出経路の研究動向をまとめ、本論文の研究目的を示してぃる。

第2章では、本研究での対象河川、調査方法、亜鉛を含めた水質項目の分析方法にっいて示し

ている。第3章では、河川内の複数地点で実施した月に1回の流域調査、平日と休日調査結果か

ら、逢妻女川と梅田川にっいて異なる士地利用形態を対比させながら、全亜鉛の時間空間的変

動について解析結果をまとめている。第4章では、梅田川における亜鉛の形態別動,長(溶存態.

懸濁態亜鉛)やその他各水質項目の結果をまとめている。第5章では、梅田川において、平日.

休日及び降雨時における詳細な調査による亜鉛及び各水質項目の分析結果にっいてまとめてぃ

る。第6章では、得られた各水質項目の結果をもとに、梅田川において懸濁態亜鉛濃度は縣

濁態有機炭素濃度及び懸濁態鉄濃度と中程度の相関がみられることや、排出源として工場排水

の寄与が高く、逢妻女川ではポイントソースが60-8眺を占めること、梅田川では、ポイントソ

ースが74%、ノンポイントソースが26%となるなどの解析結果を示している。第7章では、本研

究の結果がまとめられている。

文内容 の 要

亜鉛は、生態系における彪、須元素の1つである。工業的にも亞鉛メッキ等多くの製品に使用

され、非鉄金属の中では銅、アルミニウムに次いで多く生産されている物質である。一方で亜

鉛は、日本をはじめ世界中の水環境において水生生物の生息、又は生育に支障を及ぽす恐れがあ

り、各国では水質環境基準が定められている。日本では2003年に河川と湖沼において0.03昭/1

以下に設定されているが、環境基準を超過している河川が存在している。河川中の高い亜鉛濃

度は、白然由来の他、工場排水等のポイントソースと市往社也・農地排水等のノンポイントソー

スである人為由来とされているが、発生源が多岐にわたるため、環境中での動態は明らかにさ

れておらず、生態系への亜鉛のりスクを低減するためには水環境中での動態と発生源を明らか

にすることが求められている。

本研究は、士地利用の異なる二つの河川流域を対象とし、空間的変動を評価するための月に

1回の流域調査と、時間的変動を評価するための定点連続調査(1時問に1回採水)を実施した。

定点連続調査では、流域内事業所の稼働状況を考慮した平日・休日調査と、降雨時調査を実施

した。その結果、流域調査では、上流から下流へ流下するに従い亜鉛濃度が高くなること、河

川流量が増加する港瀛期には濃度は低下し、非濯瀛期には濃度が高くなり、最下流地点では環

境基準を超過することなどを明らかにした。定点連続調査では、平日の亜鉛濃度が著しく高い

ことが明らかとなった。フロー解析を行った結果、逢妻女川ではポイントソースである工場排

水が非港瀧期で80%、濯波期でも60%を占めることを明らかにすることができたが、梅田川では

ポイントソースの寄与率を明らかにすることはできなかった。そこで、梅田川では亜鉛濃度の

他、鉄、懸濁態有機物質など他の水質項目の濃度を用いた、主成分分析、クラスター解析、エ

ンドメンバー解析を行った結果、工場排水等のポイントソースの負荷割合が74%を占めること

が明らかとなった。よって、両河川水中の韮鉛濃度に排出源としてはポイントソースが大きく
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寄与していることを明らかにした。一方で、降雨時調査からは懸濁態亜鉛の濃度が著しく増加

し、降雨に伴う流量増大時にはノンポイントソースからの負荷割合が高いことを明らかにし

た。これらの結果より、本研究は、亜鉛濃度を環境基準以下で維持するためには、工場排水(ポ

イントソース)だけでなく人為的ノンポイントソースも適切に管理する彪、要があることを示す

ことができたことから、当該分野における先駆的な研究成果として評価できる。また時間空問

的変動を評価するために彪、要な調査手法や項目を示すこともできたため、河川中の物質動態解

析などの研究の今後の進展にも寄与する成果であると考えられる。

これらのことより、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。

(各要旨は1ページ以上可)


